
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 がつ えんだより 

令和５年１０月２０日  みそらこども園   文責：石井かおり 

日 曜 行事予定 

1 水  

2 木 体操教室 

3 金 文化の日 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火  

8 水 おやこカフェ 

9 木 
スイミング（つき）・小袋先生相談日 

園庭開放 

10 金 三隈高校来園 

11 土  

12 日  

13 月  

14 火 御正忌 

15 水 避難訓練 

16 木 体操教室 

17 金 
つき組バス遠足・お弁当の日 

秋季遠足（ひよこ組～ほし組） 

18 土  

19 日  

20 月 スイミング（ほし） 

21 火 観劇（つき組） 

22 水 HLD 

23 木 勤労感謝の日 

24 金  

25 土  

26 日  

27 月  

28 火 英会話 

29 水  

30 木  

 

 四季がある国はあまりない中、私たちの住んでいる日本は

四季を感じることができるって素敵なことだと思っていまし

たが、この頃は 10 月になっても暑い日が続いていたり急に寒

くなったりとゆっくり訪れる季節を感じることもままなくな

りさみしく思ってしまいます。朝夕の寒暖差が激しいので体調

管理に十分気を配りながら、子どもたちが感じ、気づいた季節

の変化に共感していきたいと思います。 

 

 

        ●１２月の行事予定● 

・４日～８日 以上児クラス保育参観 

 ４日（月）から８日（金）の期間中で都合のよい日に参観く

ださい。詳細はおたよりを配布します。  

・19 日 園庭・室内環境整備ワーク 

・21 日 もちつき・お弁当の日 ・28 日 御用納め 

●11 月の職員研修●  

・ ７日  園内リーダー研修 （園長 今日子 長谷部） 

・ 9 日  民保園長研修   （園長） 

・1４日  保育コーディネーター研修 （美香） 

・2９日  新採用保育教諭研修       （里奈 由依） 

●教育・保育理念「幸福な社会人となる基礎を築く」 

●今月の教育・保育目標 

・秋の自然に触れたり自然物を使った遊びを楽しんだりする。 

・気温の変化に留意し、健康で快適な生活ができるようにする。 ＜全園児＞ 

●各クラスの活動の中で絵の具遊び等行うことがあり

ます。泥遊び用の衣服に着替えるよう声掛けはしてい

ますが、そのまま参加することもあります。洋服に絵

の具等がついてしまうことがあるので、汚れてもかま

わない衣服での登園をお願いします。 

＜３・４・５歳児＞ 

●１１月から週初めは園服着用で登園をお願いします。 

●園服の名前の記入をお願いします。おさがりの場合も

必ず名前の書き直しをお願いします。 

●２歳児から園庭のラビリンスに挑戦し、登ることがで

きるお子さんも増え始めました。丈の長いスカートや

フードつきの上着は自宅用とし、園では外遊びのとき

は着用しないようお願いします。 

【こどもまんなか社会】という言葉をこの頃よく耳にすることが多くなりました。

今年の 4 月にこども家庭長が発足され、こどもまんなか社会の実現のために努力

するという言い方も広がっています。職員研修でも、考えなければならない事項

として研修内容に組み込まれています。白梅学園大学名誉学長の汐見稔幸先生は

「日本は街づくりの施策の中で子どもが無視されてきた国である。子どもの声が

うるさいからと児童公園の廃止が決まった県があります。これは【こどもまんな

か社会】？。街づくりはすべての人が主人公になるべきです。だからこそ、子ど

ものかかわることはどんな場合もまず子どもの意見を聞きそれを勘案して進める

ことが施策の基本方向である。」（エデュカーレ７月号）と話しています。 

この【こどもまんなか社会】から考えていくとみそらこども園の教育・保育方針

「子ども主体の保育」は「こどもの意見・気持ち・思いを大切にした保育」とな

ります。しかし、今までの先生が考え、準備し、教えていく行事のあり方は「こ

ども主体の保育」とずれているのではないかというもやもやした違和感を感じる

先生が増えてきました。大好きな子どもたちの喜ぶ顔を想像し、一所懸命準備し

て、そこに先生の手が加われば上手に出来上がって、子ども達も私たちも嬉しか

ったです。でも子ども主体でなければ本来の子どもの学びの充実と成長を保障す

ることは難しいのです。今年度から「発表会」は子ども達が名前を考えた「ハッ

ピープレゼント」としてスタートします。曲を選び劇を選び、看板や小道具を自

分たちで作りました。友達と一緒に会話をしながらイメージをふくらませそれを

形にしたり、思ったようにいかず考えなおし葛藤する姿がたくさんありました。

子ども達のやってみたい‼ワクワクを大切にした子ども主体の「ハッピープレゼ

ント」。どうぞ一緒に楽しんでください。園のおたよりや、HP、インスタグラム

はもちろんですが、保育参観や 2 月の７０周年記念事業等でも子ども達の姿を公

開（保育の見える化）をしていきます。積極的なご参加をお願いします。 


